
国立研究開発法人国立がん研究センター理事会（令和５年度第 12回）議事概要 

日 時：令和６年３月 29日（金）１０：３０～１２：００ 

場 所：国立がん研究センター 管理棟 第一会議室 ※Webex使用 

出席者：中釜斉理事長、間野博行理事、平沼直人理事、北川雄光理事 

山内英子理事、本田麻由美理事、小野高史監事、近藤浩明監事、 

島田中央病院長、大津東病院長 

Ⅰ.前回（令和５年度第 11回）議事録の確認 

・前回議事録について了承。

・前回議事録署名人を山内理事と近藤監事に依頼。

Ⅱ.審議事項 

１．令和６年度計画について 

 資料に沿って報告された。 

２．名誉総長規程等の改正について 

 資料に沿って報告された。 

【主な意見等】 

・対象者の条件として、６年以上の在職期間という表記を全面に押し出すより、功績が長

期に渡ってあったということを優先すべきではないか。また、運用としては、なし崩し

的にならず６年以上を維持していただきたい。

‐顕著な功績かつ、６年以上の在職期間があるものを対象とすることと、分かりやすいよ

うに表記を改めたい。 

３．２０２４年度研究費不正使用防止計画の策定について 

 資料に沿って報告された。 

【主な意見等】 

・公的研究費管理ガイドラインにおいて最高管理責任者である理事長が執行役員会等で審

議を主導すると定められており、監事も機関全体の観点から確認し、意見を述べるとい

う役割を与えられている。今回、利便性とコスト面から国内については対象外ではある

が、海外への出張については旅行代理店を利用するということであるが、個人の立て替

え払いに伴うリスク軽減、不正防止の観点から、本来職員全員がこの制度を利用するこ

とが望ましい。即時実行することは難しいが、それを念頭に置いていただきたい。

Ⅲ.報告事項 

１．令和６年度の役員体制について 

資料に沿って報告された。 

２．２０２３年度適正経理管理室会議について 

 資料に沿って報告された。 

３．政府の会議の状況 

 資料に沿って報告された。 

４．広報実績等 

 資料に沿って報告された。 



【主な意見等】 

・これほど高額の寄付をいただけるということは職員の尽力の賜物であるとともに、NCC

に対する国民の高い期待の表れである。また、今後創薬力向上の構想会議等、大きな

プロジェクトが今後まとまっていくと思うので、職員の皆様にはプライドを持って活

動していただきたい。 

‐がん対策においてNCCが期待に応えリードしていくと同時に、国全体の医療の均てん化

等の課題解決のため、寄付金を有効に活用していきたい。 

 

５．投資委員会報告 

  資料に沿って報告された。 

 

６．２月分医業件数等 

  資料に沿って報告された。 

【主な意見等】 

・医業収支に教育研修収支が反映されないのはなぜなのか、実際、研修医や専攻医等に

給与として支払われているということだが決算に反映させないのはなぜなのか。 

‐レジデントの教育研修経費は今の決算のルール上は医業外収益で算定するようにして

いる。これは他の NC においても同様である。しかしながら現実は医療を科長や医長の

指導のもとに業務を行い、給与を支払っている。そのため、レジデント分を計算して、

ルールとは別に算出した事実上の医業収支を出している。これを黒字化させるため、

引き続き両病院共に努力している。 

・コンプライアンス等の強化に関する改革方針について、理事長からも職員へメッセー

ジを打ち出す事は効果があると思う。今後、アクションプランを一つずつ実現してい

くことが NCCの変革、ひいては職員が誇りを持って職務を行うことにつながる。目標に

向け一つ一つマイルストーンを打ち立て、全体で共有していただきたい。 

 

７．その他 

・先月よりお問い合わせいただいている、東病院の緩和ケア加算について報告する。症

状緩和に係るチーム（緩和ケアチーム）が診療を行った場合算定すること、緩和ケア

チームは身体症状、精神症状の緩和を提供することになっている。緩和ケアチームと

して、診療を担う保険医、看護師、薬剤師などが共同で緩和ケア実施計画書を作成し

診療することが算定基準となっている。以前までは月曜入院日曜退院の場合、７日間

の入院で、火曜日から緩和ケア実施計画書を作成し、それに基づいた診療を行うこと

になり、6 日分の診療加算を請求することになっていた。しかしその場合、土曜、日曜

は緩和ケアチームが活動していないため、算定できるのは診療が行われた日数のみと

いう原則に照らし合わせ、令和４年１１月よりオーダリング算定を導入し、土曜、日

曜の請求はしないようにすることとした。このような経緯から、令和４年１１月より

緩和ケア加算件数が大幅減となった。 

‐今後、理事会で医業件数を報告されるにあたり、件数の異常な変化があった場合はそ

の時点で早急に報告いただきたい。 

 

 

理事会終了後、北川理事、間野理事、島田中央病院長、大津東病院長、曽我統括事務部長、

河田副統括事務部長の退任、異動に伴うご挨拶があった。 


